
み や ぎ の 多 文 化 な 人 宮城県内で活躍している海外出身者をご紹介します。
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賛助会員募集

●賛助会員の資格
本協会の趣旨に賛同し、運営活動に協力していただ
ける個人や団体（国際活動団体、企業、機関）など
●賛助会員の区分と年会費
個人会員／１口   3,000円
団体会員／１口 10,000円
●賛助会員の特典
◎協会機関紙「みやぎの国際情報誌 倶楽部ＭＩＡ」の
　定期送付（年６回）

◎当協会主催のイベントや各種講座の案内及び参加費の減免
◎個人会員については協会と提携する旅行会社が指定
　する国内外の旅行代金の一部割引 　
　宮交観光サービス（株）　
◎企業会員については世界各国国旗の無償貸し出し、及び
　当協会の外国人スタッフ等による国際理解出前講座の
　無償提供
●入会方法
◎本協会あて御連絡ください。
　所定の申し込み用紙と振り込み用紙を送付いたします。

MIA（公財）宮城県国際化協会は、県民参加の幅広い国際交流を進め、人と
人との輪を広げていくために、皆様の御理解と御協力を求めています。

公益財団法人宮城県国際化協会

倶楽部

――最初に、ご出身について教えて下さい。
　南部の高雄市で生まれ育ちました。両親は日本語で教育を受けた世代
でしたので、家の中では日本語と台湾語を混ぜて話をしていました。
――小さい頃から、身近に日本語があったのですね。曽根さんも、ある程度
日本語を話せたのでしょうか?
　単語をいくつか知っている程度で、話せるというレベルではありません
でした。多少理解できるようになったのは、大学時代です。第二外国語とし
て、日本語を勉強しました。先生が黒板に歌詞を書き、「骨まで愛して」など
の日本の歌謡曲を皆で歌ったのを覚えています。
――どうして日本に来られることになったのでしょう?
　もともとは、大学卒業後に結婚した夫とともにアメリカの大学に留学し、
夫は医学、私は経済学の研究をする予定でした。ところが、ちょうどその頃、
かつて東北大学で学んだ義父が元東北大学総長の黒川利雄先生から、「息
子さんは留学しないのか」と聞かれたことから、義父に留学先を日本に変更
するように言われました。私の父も日本には仕事で年に何回か来るので、「ア
メリカより近いし、会うのに便利だから」と賛成しました。それで、夫は東北大
学に留学することになり、私達夫婦は宮城県で暮らすことになりました。
――宮城県での生活はいかがでしたか?こちらでお子さんを育てられたよ
うですが、お子さんも含め、ご家族はどのような人生を送られたのでしょ
う?
　台湾にいる頃に勉強したとはいえ、生活に困らないほどの日本語力は身
に付いておらず、当初はなかなか大変でした。さらに、日本に来て間もなく
長男、長女の2人の子どもを授かって育児にかかりきりになったため、修士
の学位を取るという私自身の目標を達成することはできませんでした。そ
のことは、今でもとても残念に思っています。夫は博士号を取得し、県内数
カ所の病院で勤務した後、産婦人科のクリニックを開業しました。長男は夫
と同じ産婦人科医となり、現在は東京大学医学部附属病院の産婦人科の
医局に勤めています。長女はテレビ局での勤務を経て、今はコンサートの
企画会社を経営しています。
――次に、「宮城県台湾婦女会」（以下、「婦女会」）について教えていただけ
ますか?
　「婦女会」は、宮城県に住んでいる台湾出身の女性の団体で、現在の会員
は約70人です。日本に来たばかりの台湾出身の女性に生活情報を提供し
ているほか、台湾の文化を広めたり、社会奉仕をしたりといった活動もして
います。2005年に発足し、私は2008年頃から会長を務めています。

――大きな行事としては、「台湾ちまき祭り」を開催されていらっしゃいますね。
　本格的な台湾のちまきを食べながら、台湾人同士また台湾人と日本人
とが交流するイベントで、10年以上前からほぼ毎年、台湾人留学生の団体
と共催で、仙台市内で開いています。最初は「婦女会」の会員だけで行って
いたのですが、徐々に規模が大きくなり、今年は用意したちまきの数は
800個、参加者は赤ちゃんからご高齢の方まで140人にも上りました。主に

「婦女会」の会員が調理を、留学生が司会や交流に関する部分を担当する
のですが、世代の違う台湾人がそれぞれないものを補い合い、助け合って
実行する点に大きな意義を感じています。台湾人も日本人も、様々な立場
の人々が一堂に会する良い機会にもなっていますので、今後も続けていき
たいと思っています。
――話は変わりますが、東日本大震災の後、台湾から多額の義援金が送ら
れたことが大きく報道されました。
　周囲の日本人の中には、「台湾人はお金持ちだね」と言う人がいました
が、それは違います。例を挙げると、震災後、私が台湾に一時的に帰国して
いたとき、お手伝いさんをしている知り合いの中年の女性が、1ヶ月分の給
料の半分を寄付しました。「大丈夫ですか。生活できますか」と心配して言っ
たら、「多少の蓄えはあるから大丈夫。それより、日本は今、大変でしょう」と
反対に心配してくれて、感動のあまり泣きそうになりました。大企業や裕福
な人々だけでなく、生活にそれほど余裕がない人も含め、大勢の台湾人が
寄付したことを、日本人には理解してほしいと思っています。
――曽根さんご自身も、様々な支援活動に関わったそうですね。
　台湾から送られてきた支援物資や義援金の配布に携わり、関係者への
連絡や調整を行いました。1999年の台湾大地震で大きな被害を受けた南
投市と2008年に発生した岩手・宮城内陸地震の被災地である栗原市は、
2016年に国際友好交流協定を結びましたが、その締結時の通訳も務めま
した。また、2016年の栗原市の総合防災訓練に台湾の花蓮県消防局が参
加したことが縁となり、2018年に花蓮県で大地震が起こったときには、宮
城県内で集めた義援金を現地の消防関係者に渡すコーディネートをしま
した。「患難之交」という故事成語があります。一緒に困難を乗り越えること
で友情が育まれるという意味です。いくつもの大災害をともに乗り越え、台
湾と日本は「真の友人」になったと感じています。

台湾と日本との関係について…日清戦争に勝利した日本は、下関条約により1895年に台湾
の統治権を得ました。これ以後、約50年間、1945年まで台湾は日本の植民地でした。

佐竹 深雪さん   MIA外国人支援通訳サポーター（英語）

「在仙台ベトナム人協会（SenTVA）」

サポーターの声
　大学で英文学を専攻し、卒業後は予備校や民間の英会話教室で長く英語を教えてきました。長期間、海外に滞在し
た経験はありませんが、ラジオの語学番組を聴くなどコツコツと勉強を続け、実用英語検定1級、全国通訳案内士の資
格を取得しました。通訳サポーターには、これまでに培った英語力でお役に立てることがあればと思い、登録しました。
　主な活動は、医療現場での通訳です。最近では、結核に感染したパキスタン人を担当し、お医者さんが検査結果を
伝えるときや保健師さんが服薬指導をするときに通訳をしました。興味深いのは、世界各国の文化や習慣に触れられ
ることです。例えば、私が通訳している間、パキスタン人が何度も首を横に振るので、「分からないことがあるのかな」と
思っていたら、パキスタンでは「はい」、「分かりました」というときにそうするのだと分かりました。通訳現場にはいつも、
このような驚きがあります。

　これまでの活動を通じて、通訳をするということは、通訳サポーターが「助けてあげる」、外国人が「助けてもらう」という関係性ではなく、双方が
対等な立場に立ち、互いに支え合って成り立つコミュニケーションであると感じるようになりました。
　今後もご依頼を受けたときには真摯に対応し、ご要望にも応えられるようにしたいと考えています。

「MIA外国人支援通訳サポーター」とは… 県内に暮らす外国人が、安心して医療や公的なサービスが受けられるよう、保健所や医療機関、行政機関などで通訳活動を行うも
のです。「MIA外国人支援通訳サポーター」への登録をご希望の方は、MIAまでお問い合わせ下さい。

6月9日に行われた今年の「台湾ちまき祭り」

　宮城県内に住んでいるベトナム人同士が親睦を深め、より良い生活を送ることを目的として、昨年9月に発足しました。現在、会員は技能実習
生、大学や日本語学校で学ぶ留学生などベトナム人を中心とした約90人です。
　主な活動は、日本語教室の運営です。週に2回、会員が仙台国際センターの中にある仙台多文化共生センターに集まり、日本人ボランティア
に日本語を教えてもらっています。日本で生活し、日本人と交流するうえで、日本語でコミュニケーションがとれるということは重要であるため、
ベトナム人は日本語学習に高い意欲を持っています。その他の活動としては、生春巻きやフォーなどのベトナム料理を作って食べたり、卓球を
して楽しんだりしています。日本人向けのベトナム語教室も月に1回、開催しています。
　現在は仙台市を活動拠点としていますが、県内の沿岸部には技能実習生として働くベトナム人が少なくない
ため、将来的には仙台市外でも日本語教室を開きたいと思っています。「言葉の壁」などベトナム人が日本で生
活するうえで乗り越えるべき課題は多いのが現実ですが、当協会の様々な活動を通じて、ベトナム人と日本人
の双方に互いの文化への理解を深めてもらうことで、より良い地域社会をつくっていければと考えています。

会員及び日本語を教えて下さる日本人ボランティアを募集中です。詳細については、
Facebook(https://www.facebook.com/groups/459058161235307/)をご覧下さい。

【連絡先】TEL：080-9600-8686　E-mail：tuandovan2011@gmail.com

曽根 昭蓉さん
台湾出身
仙台市在住
宮城県台湾婦女会会長

台湾と日本
－「真の友人」として－

　今年で34回目となる「東北大学国際祭り」が、東北大学川内萩ホール前で5月12日に実施され、県内の市町村国際交流協会の参加数とし
てはこれまでで最も多い5つの団体(白石市、蔵王町、亘理町、松島町、美里町)がブースを出展しました。
　各国際交流協会は、書道体験、着物の試着など外国人が日本の伝統文化を体験できるコーナーを設けたり、地元の観光PRをしたりしまし
た。そのうち、今年初めてブース出展した「国際交流協会わたり」は、特産のイチゴを無料で振る舞い、人気を集めていました。また、毛筆など
を使ってオリジナルのうちわを作るコーナーでは、町民の皆さんがブー
スを訪れた留学生やその家族らと交流を深めました。「国際交流協会わ
たり」の渡邉愛子代表は、「たくさんの方々に、私達の日頃の活動や町の
観光PRができて良かったです。他の市町村の国際交流協会の皆さんと
の交流も楽しく、有意義な1日になりました。」と話していました。
　県内の市町村国際交流協会のブース出展については、主催団体であ
る東北大学留学生協会（TUFSA）の「地域とのつながりを持てる場にした
い」との意向もあり、当協会が4年前から参加を呼び掛けています。

日本語教室の様子

「国際交流協会わたり」のブース

そ   ね   しょうよう

さ   た け      み   ゆ き

みやぎの国際活動団体みやぎの国際活動団体

「東北大学国際祭り」に、県内5市町の国際交流協会がブース出展しました

AIM＠ このコーナーでは、MIA宮城県国際化協会の最近の動きをお知らせいたします。
いずれの件も、お問い合わせは ☎022-275-3796　  mail@mia-miyagi.jp  まで。お気軽にどうぞ。　
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※●はイベント開催予
定日です。詳しい内容
については以下でご確
認ください。

MIAイベントカレンダー

このコーナーでは、県内の国際活動団体の2019年8月～9月の活
動予定をご紹介します。
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2019
EVENT
DIARY 8 9月

アイコンの見方　   　　：主催   　 　：会場　　  ：時間　　   ：申し込み　　   ：参加費　　   ：電話 　　   ：FAX  　　 ：E メール 　　 ：ホームページ

「倶楽部MIA」、「MIA多言語かわら版」（日・英・中・韓・ベトナム・
インドネシア・ネパール）の最新号及びバックナンバーは、WEB
上でご覧いただくことができます。

倶楽部MIA 検 索

・

・

8月 AUGUST

3日
　日本語を母語としない子どもと親のための
　進路ガイダンス2019

主催：日本語を母語としない子どもと親のた
めの進路ガイダンス実行委員会
共催：（公財）宮城県国際化協会
　　 （公財）仙台観光国際協会
仙台市市民活動サポートセンター 6階 
セミナーホール
13：00～16：30（受付12：30～）
要（電話・FAX・メール）
無料
022-275-3796
022-272-5063
mail@mia-miyagi.jp
http://shinro-miyagi.jimdo.com/

4・11・15・18・25日
　瑞巌寺ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
瑞巌寺
10：00～15：00
不要（直接現地へ）
入館料700円は自己負担
http://www.matsushimagw.club

4・11・18・25日
　円通院ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
円通院
10：00～15：00　
不要（直接現地へ）
入場料300円は自己負担
http://www.matsushimagw.club

21日　
　申請取次行政書士による外国人のための
　入管手続無料相談会

宮城県行政書士会
仙台市青葉区役所 4階 市民相談会会場
13：00～16：00
電話受付または予約なしでもOK
無料
022-261-6768
022-261-0610

25日
　通訳サポーター新規登録者研修会

主催：（公財）宮城県国際化協会 
共催：気仙沼市
気仙沼中央公民館
13：00～15：30
要（電話・メール）
無料
022-275-3796
mail@mia-miyagi.jp
http://mia-miyagi.jp

1・8・15・16・22・23・29日
　瑞巌寺ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
瑞巌寺
10：00～15：00
不要（直接現地へ）
入館料700円は自己負担
http://www.matsushimagw.club

1・8・15・22・29日
　円通院ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
円通院
10：00～15：00　
不要（直接現地へ）
入場料300円は自己負担
http://www.matsushimagw.club

8日
　多文化な街づくりセミナー in 石巻

国際サークル友好21
石巻市水産総合振興センター
13：00～16：00
要（電話・ＦＡＸ） ※先着順。定員100人。
無料
0225-23-2863（事務局 清水）
0225-23-2865（事務局 清水）

18日
　申請取次行政書士による外国人のための
　入管手続無料相談会

宮城県行政書士会
仙台市青葉区役所 4階 市民相談会会場
13：00～16：00
電話受付または予約なしでもOK
無料
022-261-6768
022-261-0610

19日
　旅人目線のアフリカ大陸 26ヶ国 陸路をゆく

アフリカ・セミナーの会
仙台多文化共生センター 研修室

（仙台国際センター内）
10：00～12：00
不要
1,000円
     022-362-7907

23日
　せんだい地球フェスタ2019 
　（同時開催：仙台国際センター祭り
　せんだい育ち）

主催：せんだい地球フェスタ実行委員会
共催：青葉山コンソーシアム
仙台国際センター 展示棟
10：00～16：00
不要
無料
022-268-6260
022-268-6252
senfesinfo@gmail.com
https://sendai-world-festa.jimdosite.
com/

29日
　通訳サポーター新規登録者研修会

主催：（公財）宮城県国際化協会 
共催：石巻市　協力：国際サークル友好21
石巻市総合福祉会館みなと荘
13：00～15：30
要（電話・メール）
無料
022-275-3796
mail@mia-miyagi.jp
http://mia-miyagi.jp

 9月 SEPTEMBER
気仙沼と石巻で通訳サポーターの新規登録者向け説明会を行います。気仙沼と石巻で通訳サポーターの新規登録者向け研修会を行います。

AIM＠

JICA青年海外協力隊・シニア海外協力隊　秋募集
募集期間：2019年8月中旬～9月下旬
★青年海外協力隊の体験談&説明会をJICA東北で開催します★
①9月7日(土)14：00～16：00　②9月13日(金)19：00～21：00
・予約不要、入場無料、入退室自由。協力隊経験者の体験談のほか、個別応募相談が可能です。
 お気軽にお越しください。
・プログラムや来場するOB/OGについてはJICA東北ホームページでご確認ください。
★ご相談・お問い合わせ：JICA東北市民参加協力課　ボランティア担当　022-223-4772　jicathic-jv@jica.go.jp

ライブラリーライブラリー ライブラリーのコーナーで紹介されている図書は全て貸し出しまたは当協会図書資料室で閲覧可能です。

著者：宿谷和子、天坊千明、森桂子　発行：スリーエーネットワーク
『いっぽ にほんご さんぽ 暮らしのにほんご教室 初級３』

　地域の日本語教室向けの『いっぽ にほんご さんぽ 暮らしのにほんご教室 初級１』『同 初級２』の続
編となる教科書で、初級後半の学習者が対象として想定されています。
　週に１、２回の限られた時間でも効果的に学べるよう、日常生活でよく使われる文型・文法を厳選して
取り上げ、それらがどのような場面・トピックで使われるのか、例文や練習問題のなかでわかりやすく提
示されています。
　また、習った文型を使って、その課のトピックに関連した「おしゃべり」をするためのアクティビティも
用意されているので、工夫次第で、練習問題の繰り返しだけではない、広がりのある活動も可能です。
　文法上の留意点や活動のヒントが掲載されていたり、ウェブ上に会話の音声や翻訳・語彙訳、イラス
トなどの補助教材が用意されていたり、支援者にとってもさまざまな配慮がされている一冊です。

JICA東北からのお知らせ
所在地 〒980-0811仙台市青葉区一番町4-6-1 仙台第一生命タワービル20階
TEL 022-223-4772　FAX 022-227-3090　E-mail thictpp@jica.go.jp　JICA東北ホームページ http://www.jica.go.jp/tohoku/
※JICA=独立行政法人国際協力機構（開発途上国に対する総合的な二国間援助機関で、技術協力・有償資金協力・無償資金協力を行っています）

　宮城県では労働力不足を背景に技能実習生など在留外
国人が増加しています。それに伴い、保健医療や公的機関
の現場で通訳を必要とすることも増えています。地域に暮
らす外国人も安心して医療や公的なサービスが受けられ
るように、このたび気仙沼と石巻で通訳サポーター新規登
録者向け研修会を開催します。

第一部講師  田所希衣子さん

■日時と場所：①２０１９年８月２５日（日）１３：００～１５：３０
　　気仙沼中央公民館（気仙沼市魚市場前１－１）
　②２０１９年９月２９日（日）１３：００～１５：３０
　　石巻市総合福祉会館みなと荘（石巻市八幡町１－６－２２）

■主催：（公財）宮城県国際化協会（MIA）
■共催：①気仙沼市、②石巻市　　■協力：②国際サークル友好２１
■内容：通訳サポーター制度説明、通訳経験談、面接など
■参加費：無料　　　　　　 ■申込・問合：MIA

気仙沼と石巻で通訳サポーターの新規登録者向け説明会を行います。多言語での相談に応じています! 　「みやぎ外国人相談センター」 022-275-9990

　MIA内に開設されている「みやぎ外国人相談センター」では、県内に暮らす外国人からのさま
ざまな相談に多言語で応じています。何か困ったことがあったら、お気軽にお電話ください。
■対応言語：中国語・韓国語・英語・タガログ語・ベトナム語・ネパール語・インドネシア語・
　　　　　  ポルトガル語・日本語など　11言語での対応を開始しました
■対応日時：月曜日～金曜日　9：00～17：00
◎日時、言語によっては、三者通話電話を利用しての外部スタッフによる対応になります。
◎各種相談窓口で外国人に応対する際に、三者通話電話を利用して通訳をすることもできます。

このコーナーでは、MIA宮城県国際化協会の最近の動きをお知らせいたします。
いずれの件も、お問い合わせは ☎022-275-3796　  mail@mia-miyagi.jp  まで。お気軽にどうぞ。　

©JICA/TAKESHI KUNO

学校で行っている活動を紹介する講師

宮城県出身の協力隊員（インドネシア・小学校教育）
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※●はイベント開催予
定日です。詳しい内容
については以下でご確
認ください。

MIAイベントカレンダー

このコーナーでは、県内の国際活動団体の2019年8月～9月の活
動予定をご紹介します。
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2019
EVENT
DIARY 8 9月

アイコンの見方　   　　：主催   　 　：会場　　  ：時間　　   ：申し込み　　   ：参加費　　   ：電話 　　   ：FAX  　　 ：E メール 　　 ：ホームページ

「倶楽部MIA」、「MIA多言語かわら版」（日・英・中・韓・ベトナム・
インドネシア・ネパール）の最新号及びバックナンバーは、WEB
上でご覧いただくことができます。

倶楽部MIA 検 索

・

・

8月 AUGUST

3日
　日本語を母語としない子どもと親のための
　進路ガイダンス2019

主催：日本語を母語としない子どもと親のた
めの進路ガイダンス実行委員会
共催：（公財）宮城県国際化協会
　　 （公財）仙台観光国際協会
仙台市市民活動サポートセンター 6階 
セミナーホール
13：00～16：30（受付12：30～）
要（電話・FAX・メール）
無料
022-275-3796
022-272-5063
mail@mia-miyagi.jp
http://shinro-miyagi.jimdo.com/

4・11・15・18・25日
　瑞巌寺ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
瑞巌寺
10：00～15：00
不要（直接現地へ）
入館料700円は自己負担
http://www.matsushimagw.club

4・11・18・25日
　円通院ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
円通院
10：00～15：00　
不要（直接現地へ）
入場料300円は自己負担
http://www.matsushimagw.club

21日　
　申請取次行政書士による外国人のための
　入管手続無料相談会

宮城県行政書士会
仙台市青葉区役所 4階 市民相談会会場
13：00～16：00
電話受付または予約なしでもOK
無料
022-261-6768
022-261-0610

25日
　通訳サポーター新規登録者研修会

主催：（公財）宮城県国際化協会 
共催：気仙沼市
気仙沼中央公民館
13：00～15：30
要（電話・メール）
無料
022-275-3796
mail@mia-miyagi.jp
http://mia-miyagi.jp

1・8・15・16・22・23・29日
　瑞巌寺ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
瑞巌寺
10：00～15：00
不要（直接現地へ）
入館料700円は自己負担
http://www.matsushimagw.club

1・8・15・22・29日
　円通院ボランティアガイド

松島善意通訳者の会
円通院
10：00～15：00　
不要（直接現地へ）
入場料300円は自己負担
http://www.matsushimagw.club

8日
　多文化な街づくりセミナー in 石巻

国際サークル友好21
石巻市水産総合振興センター
13：00～16：00
要（電話・ＦＡＸ） ※先着順。定員100人。
無料
0225-23-2863（事務局 清水）
0225-23-2865（事務局 清水）

18日
　申請取次行政書士による外国人のための
　入管手続無料相談会

宮城県行政書士会
仙台市青葉区役所 4階 市民相談会会場
13：00～16：00
電話受付または予約なしでもOK
無料
022-261-6768
022-261-0610

19日
　旅人目線のアフリカ大陸 26ヶ国 陸路をゆく

アフリカ・セミナーの会
仙台多文化共生センター 研修室

（仙台国際センター内）
10：00～12：00
不要
1,000円
     022-362-7907

23日
　せんだい地球フェスタ2019 
　（同時開催：仙台国際センター祭り
　せんだい育ち）

主催：せんだい地球フェスタ実行委員会
共催：青葉山コンソーシアム
仙台国際センター 展示棟
10：00～16：00
不要
無料
022-268-6260
022-268-6252
senfesinfo@gmail.com
https://sendai-world-festa.jimdosite.
com/

29日
　通訳サポーター新規登録者研修会

主催：（公財）宮城県国際化協会 
共催：石巻市　協力：国際サークル友好21
石巻市総合福祉会館みなと荘
13：00～15：30
要（電話・メール）
無料
022-275-3796
mail@mia-miyagi.jp
http://mia-miyagi.jp

 9月 SEPTEMBER
気仙沼と石巻で通訳サポーターの新規登録者向け説明会を行います。気仙沼と石巻で通訳サポーターの新規登録者向け研修会を行います。

AIM＠

JICA青年海外協力隊・シニア海外協力隊　秋募集
募集期間：2019年8月中旬～9月下旬
★青年海外協力隊の体験談&説明会をJICA東北で開催します★
①9月7日(土)14：00～16：00　②9月13日(金)19：00～21：00
・予約不要、入場無料、入退室自由。協力隊経験者の体験談のほか、個別応募相談が可能です。
 お気軽にお越しください。
・プログラムや来場するOB/OGについてはJICA東北ホームページでご確認ください。
★ご相談・お問い合わせ：JICA東北市民参加協力課　ボランティア担当　022-223-4772　jicathic-jv@jica.go.jp

ライブラリーライブラリー ライブラリーのコーナーで紹介されている図書は全て貸し出しまたは当協会図書資料室で閲覧可能です。

著者：宿谷和子、天坊千明、森桂子　発行：スリーエーネットワーク
『いっぽ にほんご さんぽ 暮らしのにほんご教室 初級３』

　地域の日本語教室向けの『いっぽ にほんご さんぽ 暮らしのにほんご教室 初級１』『同 初級２』の続
編となる教科書で、初級後半の学習者が対象として想定されています。
　週に１、２回の限られた時間でも効果的に学べるよう、日常生活でよく使われる文型・文法を厳選して
取り上げ、それらがどのような場面・トピックで使われるのか、例文や練習問題のなかでわかりやすく提
示されています。
　また、習った文型を使って、その課のトピックに関連した「おしゃべり」をするためのアクティビティも
用意されているので、工夫次第で、練習問題の繰り返しだけではない、広がりのある活動も可能です。
　文法上の留意点や活動のヒントが掲載されていたり、ウェブ上に会話の音声や翻訳・語彙訳、イラス
トなどの補助教材が用意されていたり、支援者にとってもさまざまな配慮がされている一冊です。

JICA東北からのお知らせ
所在地 〒980-0811仙台市青葉区一番町4-6-1 仙台第一生命タワービル20階
TEL 022-223-4772　FAX 022-227-3090　E-mail thictpp@jica.go.jp　JICA東北ホームページ http://www.jica.go.jp/tohoku/
※JICA=独立行政法人国際協力機構（開発途上国に対する総合的な二国間援助機関で、技術協力・有償資金協力・無償資金協力を行っています）

　宮城県では労働力不足を背景に技能実習生など在留外
国人が増加しています。それに伴い、保健医療や公的機関
の現場で通訳を必要とすることも増えています。地域に暮
らす外国人も安心して医療や公的なサービスが受けられ
るように、このたび気仙沼と石巻で通訳サポーター新規登
録者向け研修会を開催します。

第一部講師  田所希衣子さん

■日時と場所：①２０１９年８月２５日（日）１３：００～１５：３０
　　気仙沼中央公民館（気仙沼市魚市場前１－１）
　②２０１９年９月２９日（日）１３：００～１５：３０
　　石巻市総合福祉会館みなと荘（石巻市八幡町１－６－２２）

■主催：（公財）宮城県国際化協会（MIA）
■共催：①気仙沼市、②石巻市　　■協力：②国際サークル友好２１
■内容：通訳サポーター制度説明、通訳経験談、面接など
■参加費：無料　　　　　　 ■申込・問合：MIA

気仙沼と石巻で通訳サポーターの新規登録者向け説明会を行います。多言語での相談に応じています! 　「みやぎ外国人相談センター」 022-275-9990

　MIA内に開設されている「みやぎ外国人相談センター」では、県内に暮らす外国人からのさま
ざまな相談に多言語で応じています。何か困ったことがあったら、お気軽にお電話ください。
■対応言語：中国語・韓国語・英語・タガログ語・ベトナム語・ネパール語・インドネシア語・
　　　　　  ポルトガル語・日本語など　11言語での対応を開始しました
■対応日時：月曜日～金曜日　9：00～17：00
◎日時、言語によっては、三者通話電話を利用しての外部スタッフによる対応になります。
◎各種相談窓口で外国人に応対する際に、三者通話電話を利用して通訳をすることもできます。

このコーナーでは、MIA宮城県国際化協会の最近の動きをお知らせいたします。
いずれの件も、お問い合わせは ☎022-275-3796　  mail@mia-miyagi.jp  まで。お気軽にどうぞ。　

©JICA/TAKESHI KUNO

学校で行っている活動を紹介する講師

宮城県出身の協力隊員（インドネシア・小学校教育）
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〒981-0914
仙台市青葉区堤通雨宮町4番17号
宮城県仙台合同庁舎7階
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（公財）宮城県
国際化協会
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バス停（宮城県仙台合同庁舎前）

宮城県仙台
合同庁舎7階
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地下鉄北四番丁駅

ローソン

仙台市
消防局

フォレスト仙台

七十七銀行 AJINOMOTO

賛助会員募集

●賛助会員の資格
本協会の趣旨に賛同し、運営活動に協力していただ
ける個人や団体（国際活動団体、企業、機関）など
●賛助会員の区分と年会費
個人会員／１口   3,000円
団体会員／１口 10,000円
●賛助会員の特典
◎協会機関紙「みやぎの国際情報誌 倶楽部ＭＩＡ」の
　定期送付（年６回）

◎当協会主催のイベントや各種講座の案内及び参加費の減免
◎個人会員については協会と提携する旅行会社が指定
　する国内外の旅行代金の一部割引 　
　宮交観光サービス（株）　
◎企業会員については世界各国国旗の無償貸し出し、及び
　当協会の外国人スタッフ等による国際理解出前講座の
　無償提供
●入会方法
◎本協会あて御連絡ください。
　所定の申し込み用紙と振り込み用紙を送付いたします。

MIA（公財）宮城県国際化協会は、県民参加の幅広い国際交流を進め、人と
人との輪を広げていくために、皆様の御理解と御協力を求めています。

公益財団法人宮城県国際化協会

倶楽部

――最初に、ご出身について教えて下さい。
　南部の高雄市で生まれ育ちました。両親は日本語で教育を受けた世代
でしたので、家の中では日本語と台湾語を混ぜて話をしていました。
――小さい頃から、身近に日本語があったのですね。曽根さんも、ある程度
日本語を話せたのでしょうか?
　単語をいくつか知っている程度で、話せるというレベルではありません
でした。多少理解できるようになったのは、大学時代です。第二外国語とし
て、日本語を勉強しました。先生が黒板に歌詞を書き、「骨まで愛して」など
の日本の歌謡曲を皆で歌ったのを覚えています。
――どうして日本に来られることになったのでしょう?
　もともとは、大学卒業後に結婚した夫とともにアメリカの大学に留学し、
夫は医学、私は経済学の研究をする予定でした。ところが、ちょうどその頃、
かつて東北大学で学んだ義父が元東北大学総長の黒川利雄先生から、「息
子さんは留学しないのか」と聞かれたことから、義父に留学先を日本に変更
するように言われました。私の父も日本には仕事で年に何回か来るので、「ア
メリカより近いし、会うのに便利だから」と賛成しました。それで、夫は東北大
学に留学することになり、私達夫婦は宮城県で暮らすことになりました。
――宮城県での生活はいかがでしたか?こちらでお子さんを育てられたよ
うですが、お子さんも含め、ご家族はどのような人生を送られたのでしょ
う?
　台湾にいる頃に勉強したとはいえ、生活に困らないほどの日本語力は身
に付いておらず、当初はなかなか大変でした。さらに、日本に来て間もなく
長男、長女の2人の子どもを授かって育児にかかりきりになったため、修士
の学位を取るという私自身の目標を達成することはできませんでした。そ
のことは、今でもとても残念に思っています。夫は博士号を取得し、県内数
カ所の病院で勤務した後、産婦人科のクリニックを開業しました。長男は夫
と同じ産婦人科医となり、現在は東京大学医学部附属病院の産婦人科の
医局に勤めています。長女はテレビ局での勤務を経て、今はコンサートの
企画会社を経営しています。
――次に、「宮城県台湾婦女会」（以下、「婦女会」）について教えていただけ
ますか?
　「婦女会」は、宮城県に住んでいる台湾出身の女性の団体で、現在の会員
は約70人です。日本に来たばかりの台湾出身の女性に生活情報を提供し
ているほか、台湾の文化を広めたり、社会奉仕をしたりといった活動もして
います。2005年に発足し、私は2008年頃から会長を務めています。

――大きな行事としては、「台湾ちまき祭り」を開催されていらっしゃいますね。
　本格的な台湾のちまきを食べながら、台湾人同士また台湾人と日本人
とが交流するイベントで、10年以上前からほぼ毎年、台湾人留学生の団体
と共催で、仙台市内で開いています。最初は「婦女会」の会員だけで行って
いたのですが、徐々に規模が大きくなり、今年は用意したちまきの数は
800個、参加者は赤ちゃんからご高齢の方まで140人にも上りました。主に

「婦女会」の会員が調理を、留学生が司会や交流に関する部分を担当する
のですが、世代の違う台湾人がそれぞれないものを補い合い、助け合って
実行する点に大きな意義を感じています。台湾人も日本人も、様々な立場
の人々が一堂に会する良い機会にもなっていますので、今後も続けていき
たいと思っています。
――話は変わりますが、東日本大震災の後、台湾から多額の義援金が送ら
れたことが大きく報道されました。
　周囲の日本人の中には、「台湾人はお金持ちだね」と言う人がいました
が、それは違います。例を挙げると、震災後、私が台湾に一時的に帰国して
いたとき、お手伝いさんをしている知り合いの中年の女性が、1ヶ月分の給
料の半分を寄付しました。「大丈夫ですか。生活できますか」と心配して言っ
たら、「多少の蓄えはあるから大丈夫。それより、日本は今、大変でしょう」と
反対に心配してくれて、感動のあまり泣きそうになりました。大企業や裕福
な人々だけでなく、生活にそれほど余裕がない人も含め、大勢の台湾人が
寄付したことを、日本人には理解してほしいと思っています。
――曽根さんご自身も、様々な支援活動に関わったそうですね。
　台湾から送られてきた支援物資や義援金の配布に携わり、関係者への
連絡や調整を行いました。1999年の台湾大地震で大きな被害を受けた南
投市と2008年に発生した岩手・宮城内陸地震の被災地である栗原市は、
2016年に国際友好交流協定を結びましたが、その締結時の通訳も務めま
した。また、2016年の栗原市の総合防災訓練に台湾の花蓮県消防局が参
加したことが縁となり、2018年に花蓮県で大地震が起こったときには、宮
城県内で集めた義援金を現地の消防関係者に渡すコーディネートをしま
した。「患難之交」という故事成語があります。一緒に困難を乗り越えること
で友情が育まれるという意味です。いくつもの大災害をともに乗り越え、台
湾と日本は「真の友人」になったと感じています。

台湾と日本との関係について…日清戦争に勝利した日本は、下関条約により1895年に台湾
の統治権を得ました。これ以後、約50年間、1945年まで台湾は日本の植民地でした。

佐竹 深雪さん   MIA外国人支援通訳サポーター（英語）

「在仙台ベトナム人協会（SenTVA）」

サポーターの声
　大学で英文学を専攻し、卒業後は予備校や民間の英会話教室で長く英語を教えてきました。長期間、海外に滞在し
た経験はありませんが、ラジオの語学番組を聴くなどコツコツと勉強を続け、実用英語検定1級、全国通訳案内士の資
格を取得しました。通訳サポーターには、これまでに培った英語力でお役に立てることがあればと思い、登録しました。
　主な活動は、医療現場での通訳です。最近では、結核に感染したパキスタン人を担当し、お医者さんが検査結果を
伝えるときや保健師さんが服薬指導をするときに通訳をしました。興味深いのは、世界各国の文化や習慣に触れられ
ることです。例えば、私が通訳している間、パキスタン人が何度も首を横に振るので、「分からないことがあるのかな」と
思っていたら、パキスタンでは「はい」、「分かりました」というときにそうするのだと分かりました。通訳現場にはいつも、
このような驚きがあります。

　これまでの活動を通じて、通訳をするということは、通訳サポーターが「助けてあげる」、外国人が「助けてもらう」という関係性ではなく、双方が
対等な立場に立ち、互いに支え合って成り立つコミュニケーションであると感じるようになりました。
　今後もご依頼を受けたときには真摯に対応し、ご要望にも応えられるようにしたいと考えています。

「MIA外国人支援通訳サポーター」とは… 県内に暮らす外国人が、安心して医療や公的なサービスが受けられるよう、保健所や医療機関、行政機関などで通訳活動を行うも
のです。「MIA外国人支援通訳サポーター」への登録をご希望の方は、MIAまでお問い合わせ下さい。

6月9日に行われた今年の「台湾ちまき祭り」

　宮城県内に住んでいるベトナム人同士が親睦を深め、より良い生活を送ることを目的として、昨年9月に発足しました。現在、会員は技能実習
生、大学や日本語学校で学ぶ留学生などベトナム人を中心とした約90人です。
　主な活動は、日本語教室の運営です。週に2回、会員が仙台国際センターの中にある仙台多文化共生センターに集まり、日本人ボランティア
に日本語を教えてもらっています。日本で生活し、日本人と交流するうえで、日本語でコミュニケーションがとれるということは重要であるため、
ベトナム人は日本語学習に高い意欲を持っています。その他の活動としては、生春巻きやフォーなどのベトナム料理を作って食べたり、卓球を
して楽しんだりしています。日本人向けのベトナム語教室も月に1回、開催しています。
　現在は仙台市を活動拠点としていますが、県内の沿岸部には技能実習生として働くベトナム人が少なくない
ため、将来的には仙台市外でも日本語教室を開きたいと思っています。「言葉の壁」などベトナム人が日本で生
活するうえで乗り越えるべき課題は多いのが現実ですが、当協会の様々な活動を通じて、ベトナム人と日本人
の双方に互いの文化への理解を深めてもらうことで、より良い地域社会をつくっていければと考えています。

会員及び日本語を教えて下さる日本人ボランティアを募集中です。詳細については、
Facebook(https://www.facebook.com/groups/459058161235307/)をご覧下さい。

【連絡先】TEL：080-9600-8686　E-mail：tuandovan2011@gmail.com

曽根 昭蓉さん
台湾出身
仙台市在住
宮城県台湾婦女会会長

台湾と日本
－「真の友人」として－

　今年で34回目となる「東北大学国際祭り」が、東北大学川内萩ホール前で5月12日に実施され、県内の市町村国際交流協会の参加数とし
てはこれまでで最も多い5つの団体(白石市、蔵王町、亘理町、松島町、美里町)がブースを出展しました。
　各国際交流協会は、書道体験、着物の試着など外国人が日本の伝統文化を体験できるコーナーを設けたり、地元の観光PRをしたりしまし
た。そのうち、今年初めてブース出展した「国際交流協会わたり」は、特産のイチゴを無料で振る舞い、人気を集めていました。また、毛筆など
を使ってオリジナルのうちわを作るコーナーでは、町民の皆さんがブー
スを訪れた留学生やその家族らと交流を深めました。「国際交流協会わ
たり」の渡邉愛子代表は、「たくさんの方々に、私達の日頃の活動や町の
観光PRができて良かったです。他の市町村の国際交流協会の皆さんと
の交流も楽しく、有意義な1日になりました。」と話していました。
　県内の市町村国際交流協会のブース出展については、主催団体であ
る東北大学留学生協会（TUFSA）の「地域とのつながりを持てる場にした
い」との意向もあり、当協会が4年前から参加を呼び掛けています。

日本語教室の様子

「国際交流協会わたり」のブース

そ   ね   しょうよう

さ   た け      み   ゆ き

みやぎの国際活動団体みやぎの国際活動団体

「東北大学国際祭り」に、県内5市町の国際交流協会がブース出展しました

AIM＠ このコーナーでは、MIA宮城県国際化協会の最近の動きをお知らせいたします。
いずれの件も、お問い合わせは ☎022-275-3796　  mail@mia-miyagi.jp  まで。お気軽にどうぞ。　


